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長
良
川
は
白
山
連
峰
大
日
ケ
岳
を
源
流
と
し

て
濃
尾
平
野
を
流
れ
伊
勢
湾
に
そ
そ
ぐ
川
で

す
。
２
０
１
５
年
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
に

よ
り
﹁
清
流
長
良
川
の
鮎
﹂
が
世
界
農
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。﹁
人
の
生
活
・
水
環
境
・

漁
業
資
源
﹂
の
全
体
を
﹁
長
良
川
シ
ス
テ
ム
﹂

と
捉
え
、
鮎
を
核
と
し
、
水
の
美
し
さ
や
生
態

系
、
水
を
育
む
源
流
の
森
、
流
域
に
住
む
人
々

の
水
と
と
も
に
暮
ら
す
伝
統
文
化
や
生
業
な
ど

流
域
文
化
の
全
体
性
が
世
界
的
に
残
す
べ
き
遺

産
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
漁
師
は
鮎
や
様
々
な
魚
を
獲
り
な
が
ら
川

と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
か
つ
て
長

良
川
は
濃
尾
平
野
を
縦
断
す
る
水
運
の
道
で
も

あ
り
ま
し
た
。
下
流
か
ら
は
海
産
物
が
、
上
流

か
ら
木
材
や
和
紙
が
運
ば
れ
、
川
湊
を
中
心
に

町
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
岐
阜
提
灯
、
岐
阜
団

扇
、
岐
阜
和
傘
な
ど
伝
統
的
な
産
業
は
水
運
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
美
濃
和
紙
や
竹
・
材
木

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

芸
妓
や
舞
妓
と
共
に
楽
し
む
船
上
の
遊
宴
文
化

も
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
長
良
川
の
鵜

飼
は
漁
法
で
あ
る
と
共
に
、
も
て
な
し
の
場
と

し
て
、
独
自
の
芸
能
文
化
を
生
み
出
し
て
き
ま

し
た
。
漁
業
・
工
芸
・
芸
能
と
こ
の
地
で
川
と

共
に
生
き
る
生
活
文
化
、
そ
の
全
体
を
﹁
長
良

川
流
域
文
化
﹂
と
呼
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
20
年
間
、
こ
れ
ら
文
化
を
未
来
に
繋
ぐ

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
岐
阜
に
生
き
る
も
の
と
し
て
の
﹁
誇
り
﹂

を
取
り
戻
す
た
め
に
再
発
見
し
た
の
が
、﹁
流

域
文
化
﹂
だ
っ
た
の
で
す
。

　

10
年
ほ
ど
前
に
、
な
ぜ
自
分
が
こ
の
よ
う
な

使
命
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
気
づ
か
さ

れ
る
事
が
あ
り
ま
し
た
。
自
ら
の
家
系
を
遡
っ

た
と
き
、
長
良
川
源
流
の
瀧
を
祀
る
白
山
信
仰

の
寺
院
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
す
。
濃
尾
平
野
を
豊
か
に
潤
す
長
良
川
。
そ

の
源
流
で
あ
る
白
山
へ
の
感
謝
と
畏
れ
は
流
域

全
体
に
自
然
と
広
が
り
、
開
山
か
ら
１
３
０
０

年
の
時
を
経
て
、
現
代
で
も
神
仏
習
合
の
山
岳

信
仰
の
形
を
僅
か
に
残
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
自
然
と
自
分
と
の
見
え
な
い

繋
が
り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
流
域
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
再
生
を
通
し
て
、
白
山
へ
の
道
を
再
び

踏
み
な
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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献
灯
会
＝
八
月
十
三
日
、
弘
法
堂

長
良
川
て
し
ご
と
町
家
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
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当
山
で
は
八
月
十
三
日
よ
り

十
六
日
ま
で
﹃
盆
供
養
会
﹄
が
厳

修
さ
れ
、
期
間
中
、
献
灯
会
を
は

じ
め
諸
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

弘
法
堂
堂
庭
に
て
四
日
間
に
わ

た
り
献
灯
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
三
日
午
後
五
時
か
ら
の
点
灯
法

要
後
、行
灯
が
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、
参
拝
者
は
ご
先
祖
を
偲

び
各
御
霊
に
供
養
の
誠
を
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。【
写
真
一
面
】

　

弘
法
堂
に
て
午
後
一
時
半
よ

り
、
檀
信
徒
各
家
の
精
霊
を
供
養

す
る
盂
蘭
盆
会
法
要
が
、
小
豆
畑

執
事
導
師
の
も
と
営
ま
れ
ま
し

た
。【
写
真
】

　

法
要
に
は
、
当
山
ご
信
徒
は
じ

め
、
当
山
関
係
物
故
者
の
ご
遺
族

が
参
列
さ
れ
て
ご
先
祖
の
冥
福
を

祈
ら
れ
、
ま
た
当
山
講
中
支
部
員

各
家
、
檀
信
徒
各
家
の
卒
塔
婆
が

お
祀
り
さ
れ
、
各
霊
位
が
供
養
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
法
要
後
、
霊
雲
閣
に
て
お

位
牌
を
奉
祀
さ
れ
た
檀
信
徒
各
家

の
先
祖
代
々
精
霊
回
向
が
営
ま
れ

ま
し
た
。

　

く
る
ま
地
蔵
尊
ご
宝
前
に
て
、

午
後
二
時
よ
り
交
通
事
故
犠
牲
者

の
各
精
霊
を
供
養
す
る
盆
法
要
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

　

犬
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
︵
会

長
＝
小
豆
畑
照
観
執
事
︶
の
早
朝

例
会
が
七
月
二
十
日
、
当
山
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
各
位
は
ま
ず
本
堂
に
お
い

て
朝
護
摩
供
を
参
拝
さ
れ
、
同
ク

ラ
ブ
の
発
展
、
会
員
の
所
願
成
就

を
祈
願
。
参
拝
後
、
信
徒
会
館
三

階
三
宝
の
間
に
て
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
例
会
に
は
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し
て
原
欣
伸
犬
山
市

長
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　

第
三
十
二
回
東
海
三
十
六
不
動

尊
霊
場
会
総
会
が
七
月
二
十
六

日
、
同
霊
場
第
一
番
札
所
の
当
山

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

並
び
に
今
年
度
事
業
計
画
・
予
算

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

盆
供
養
会
厳
修

盂う

ら蘭
盆ぼ

ん
え会

法
要

十
五
日

献け
ん

灯と
う

会え

十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で

く
る
ま
地
蔵
尊
法
要

十
四
日

年
に
一
度
の

ご
先
祖
さ
ま
の

里
帰
り

お
護
摩

ご
祈

祷

　
　
ご
祈
祷
料

一
金
　
三
千
五
百
円
以
上

一
金
　
　
　
五
千
円
以
上

一
金
　
　
　
一
万
円
以
上

一
金
　
　
　
二
万
円
以
上

一
金
　
　
　
三
万
円
以
上

午
前
七
時

　
　

九
時

　
　

十
一
時

午
後
一
時

　
　

三
時

ご
祈
祷
厳
修
時
刻

家
内
安
全
・
商
売
繁
昌
・
各
種
ご
祈
願

総
会
開
催

東
海
三
十
六
不
動
尊
霊
場
会

犬
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

早
朝
例
会
開
催

◆
日
時　

九
月
二
十
三
日
（
秋
分
の
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
半
よ
り

◆
場
所　

弘
法
堂

秋
彼
岸
会
法
要
ご
案
内

　
ご
先
祖
さ
ま
へ
の
追
善
供
養
を
施
す
秋
の
彼
岸
会
法

要
を
営
み
ま
す
。
ど
な
た
さ
ま
も
ご
自
由
に
お
参
り
で

き
ま
す
の
で
︑
ぜ
ひ
ご
来
山
下
さ
い
。

供
養
塔
婆
︑
お
供
物
申
込
み
受
付
け
て
お
り
ま
す

当
山
執
事
に
小
豆
畑
照
観
法
教
部
長
が
就
任

　
八
月
一
日
を
も
っ
て
︑
成
田
山

名
古
屋
別
院
執
事
に
小
豆
畑
照
観

法
教
部
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

【
略
歴
】昭
和
33
年
︑群
馬
県
生
ま
れ
。

昭
和
48
年
︑
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

入
寺
。
昭
和
62
年
よ
り
名
古
屋
別
院

勤
務
。
加
持
堂
課
長
︑法
教
部
課
長
︑

法
務
部
長
を
歴
任
。
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一
、
日

時
　
十
月
七
日
（
土
）　
午
前
七
時
〜
午
前
十
一
時
三
十
分

一
、
受

付
　
信
徒
会
館
一
階
玄
関
前
　
午
前
六
時
三
十
分
受
付
開
始

一
、
会

場
　
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

一
、
参
加
資
格
　
幼
・
小
・
中
・
高
校
生

一
、
参
加
費
　
無
　
料

一
、
作
品
形
式
　
規
定
半
紙
縦
書
き

　
　
　
　
　
　
　（
当
日
会
場
に
て
規
定
半
紙
を
二
枚
配
布
し
ま
す
）

一
、
成
績
発
表
　
十
月
下
旬
に
中
日
新
聞
及
び
当
紙
上
に
て
発
表

一
、
表
彰
式
　
十
一
月
十
一
日
（
土
）
午
前
十
時
　
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

一
、
注
意
事
項
　
会
場
で
の
練
習
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
作
品
は
参
加
者
自
身
が
選
ぶ
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
提
出
さ
れ
た
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

成
田
山
学
童
席
上
揮
毫
大
会

第60回

幼
　
年
　
ち
　
え

小
一
年
　
ま
こ
と

小
二
年
　
た
い
せ
つ

小
三
年
　
字
を
か
く
（
楷
書
）

小
四
年
　
大
師
さ
ま
（
楷
書
）

小
五
年
　
書
と
生
活
（
楷
書
）

小
六
年
　
世
界
平
和
（
楷
書
）

中
一
年
　
校
内
展
示
会
（
楷
書
）

中
二
年
　
校
内
展
示
会
（
行
書
）

中
三
年
　
校
内
展
示
会
（
行
書
）

高
校
生
　
清
秋
竹
露
深
（
自
由
）

【 課 題 】

開
創
七
十
周
年
記
念
大
祭

　

本
年
は
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
並
び
に
当
山
開
創
七
十
周
年
の
二
大

勝
縁
の
歳
に
当
た
り
、
今
秋
十
一
月
三
日
、
開
創
記
念
大
法
要
を
奉
修
し
、
記
念
行

事
と
し
て
柴
灯
大
護
摩
供
法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

柴
灯
大
護
摩
供
法
要
と
は
、
野
外
に
て
炉
を
組
み
、
修
験
者
の
修
法
で
大
護
摩
供

を
厳
修
し
て
所
願
成
就
を
祈
願
す
る
壮
大
な
祈
願
法
要
で
す
。

　

そ
の
際
、
ご
信
徒
皆
様
よ
り
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
柴
灯
護
摩
木
を
お
焚
き
上
げ

し
、
皆
様
方
の
所
願
成
就
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　

多
く
の
ご
信
徒
に
ご
参
加
を
頂
き
た
く
、
ご
案
内
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
柴
灯

護
摩
木
の
ご
奉
納
も
あ
わ
せ
て
お
勧
め
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

柴さ

い

と

う灯
大
護
摩
供
法
要

柴
灯
大
護
摩
供
特
別
護
摩
木
︑
柴
灯
護
摩
木
は
︑

本
堂
横
総
受
付
・
自
動
車
祈
祷
殿
に
て
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
お
願
い
事
・
お
名
前
・
数
え
歳
を

ご
記
入
の
上
︑
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　

記

一
、
日 

時 　

十
一
月
三
日 

正
午
よ
り

一
、
場 

所 　

当
山
境
内

一
、
柴
灯
大
護
摩
供

　
　
　

特
別
護
摩
木 　

一
本 
千
円
以
上

宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
記
念

一
、
柴
灯
護
摩
木 　

一
本 

三
百
円
以
上
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初
め
ま
し
て
、
岐
阜
県
加
茂
郡
坂

祝
町
出
身
の
清
水
優
晴
と
申
し
ま

す
。

　

高
校
を
卒
業
後
、
早
く
ひ
と
り
立

ち
し
た
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、
上

京
し
て
害
虫
駆
除
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
他
の
仕

事
を
し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
を
抱

え
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
帰
郷
し
て
成
田
山
の

自
動
車
の
ご
祈
祷
を
受
け
た
際
に
、

正
月
の
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
を
知
り
、

興
味
を
覚
え
ま
し
た
。
早
速
応
募
し

無
事
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
本
堂
内
で
の
ご
祈
祷
の
神
秘

的
な
光
景
や
、
札
渡
し
場
で
の
信
者

さ
ん
の
笑
顔
や
感
謝
の
言
葉
を
い
た

だ
い
て
働
く
の
は
と
て
も
楽
し
い
経

験
で
し
た
。
そ
の
後
、
二
年
ほ
ど
成

田
山
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
参
加
し
て
、

よ
り
こ
こ
で
働
い
て
み
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
の
春
、
ご
縁
を
い
た

だ
き
成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺
に

入
寺
す
る
こ
と
に
な
り
四
个
月
が
経

ち
ま
し
た
。

　

入
寺
当
初
は
、
成
田
山
で
の
正
月

の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
を
活
か
せ
る
と

思
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
仕
事
を
し

て
み
る
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
よ
り

も
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
っ
て
、
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
本
堂

で
の
お
勤
め
で
は
、
お
札
の
火
加
持

や
荷
物
加
持
、
本
堂
内
で
の
ご
信
者

様
の
案
内
。
受
付
で
は
ご
祈
祷
の
案

内
や
御
朱
印
、
お
守
り
の
お
授
け
な

ど
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
に
は
携
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て
み
る
と

私
は
こ
の
成
田
山
で
の
仕
事
を
、
ま

だ
ア
ル
バ
イ
ト
の
視
点
か
ら
し
か
見

て
い
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

そ
の
他
に
も
研
修
期
間
の
三
か
月

が
過
ぎ
る
と
宿
直
業
務
が
始
ま
る
の

で
、
そ
れ
ま
で
に
は
一
人
で
一
通
り

の
業
務
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
の

に
大
変
で
し
た
。
私
は
お
寺
や
仏
教

の
こ
と
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
成
田
山
の
縁
起
や
本
尊
不
動
明

王
様
に
つ
い
て
ご
信
者
様
に
お
尋
ね

さ
れ
た
際
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
今
で

も
と
て
も
勉
強
し
て
い
ま
す
。
ま
た

特
に
私
が
一
番
苦
手
と
し
て
い
る
こ

と
は
御
朱
印
を
お
授
け
す
る
こ
と
で

す
。
今
ま
で
筆
で
文
字
を
書
く
こ
と

が
少
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
苦
労
し

て
い
ま
す
。
字
を
上
達
さ
せ
る
た
め

に
、
先
輩
や
書
記
の
先
生
か
ら
書
き

方
を
教
わ
り
、
三
か
月
間
毎
日
書
き

続
け
て
、
や
っ
と
先
輩
方
が
浄
書
さ

れ
る
御
朱
印
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

四
个
月
で
宿
直
業
務
や
本
堂
、
受

付
の
仕
事
が
あ
る
程
度
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
先
輩
方
に
厳
し
く

も
優
し
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
親

身
に
な
っ
て
仕
事
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
細
か

い
と
こ
ろ
や
、
記
念
大
祭
を
は
じ
め

年
中
行
事
な
ど
未
経
験
の
こ
と
が
多

い
の
で
、
先
輩
方
の
助
け
を
借
り
な

が
ら
、
一
人
前
に
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

信
徒
課　

清
水　

優
晴

　

索
の
会
で
は
、
特
別
企
画
と
し

て
、
七
月
三
日
、
四
日
、
五
日
の

三
日
間
﹁
時
津
風
部
屋　

朝
稽
古

見
学
＆
ち
ゃ
ん
こ
鍋
﹂
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

時
津
風
部
屋
は
、
大
横
綱
・
双

葉
山
が
開
い
た
歴
史
あ
る
相
撲
部

屋
で
す
。
参
加
者
六
十
八
名
は
、

時
津
風
部
屋
宿
舎
に
て
朝
稽
古
を

見
学
し
、
力
士
た
ち
の
稽
古
に
対

す
る
真
剣
な
姿
勢
や
礼
儀
正
し
さ

か
ら
、
相
撲
の
伝
統
、
文
化
に
触

れ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。【
写
真
︼

       

　

そ
の
後
、
本
堂
に
移
動
し
、
大

護
摩
供
を
参
拝
後
、
宿
舎
に
て
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
皆
で
円
卓

を
囲
み
、
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
頂
き
ま

し
た
。【
写
真
】

　

梅
雨
の
最
中
で
、
雨
も
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

無
事
に
全
行
程
を
終
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
索
の

会
で
は
、
特
別
企
画
を
計
画
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望

を
お
寄
せ
下
さ
い
。
ま
た
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

六
月
四
日
、犬
山
一
心
支
部︵
支

部
長
＝
川
村
武
志
氏
︶
の
総
登
山

を
兼
ね
た
通
常
総
会
が
犬
山
成
田

山
信
徒
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

川
村
支
部
長
の
挨
拶
後
、
令
和

四
年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
本
堂

に
て
大
護
摩
供
を
参
拝
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
願
成
就
を
祈
願
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

松
浦
記

　

七
月
二
日
、
丸
山
成
田
山
講
支

部
︵
支
部
長
＝
中
島
陸
秧
氏
︶
で

は
、
犬
山
成
田
山
信
徒
会
館
に
て

役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
始
め

に
中
島
支
部
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

行
事
報
告
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
事
務
局
か
ら
は
盆
供
養
笹

塔
婆
の
お
願
い
を
致
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
記

　

七
月
二
十
一
日
、
丹
羽
支
部

︵
支
部
長
＝
社
本
宮
明
氏
︶
で
は
、

地
元
に
て
役
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

物
故
者
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
私
た
ち
の
誓
い
を
出
席
者
全

員
で
唱
和
さ
れ
ま
し
た
。
社
本
支

部
長
の
挨
拶
後
、
成
田
山
岩
間
信

夫
信
徒
部
長
よ
り
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。
議
事
で
は
令
和
四
年
度
の
事

業
報
告
・
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
を
し
、
令
和
五
年
度
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
四
日
を

総
登
山
の
日
と
い
た
し
ま
し
た
。

成
田
山
榑
谷
僧
正
よ
り
七
十
周
年

記
念
特
別
護
摩
木
・
柴
灯
護
摩
木

の
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
尻
記

　

七
月
二
十
三
日
、
犬
山
一
心
支

部
︵
支
部
長
＝
川
村
武
志
氏
︶
の

役
員
会
が
犬
山
成
田
山
信
徒
会
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
題
と
し
て
、
秋
期
に
予

定
さ
れ
る
秋
の
総
登
山
に
つ
い
て

協
議
し
、
九
月
二
十
四
日
に
開
催

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。　

松
浦
記

可
児
市　
　

和　

田　
　

富　

子

　

〃　
　
　

北　

原　
　

孝　

子

ー

犬
山
一
心
支
部
ー

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

支
部
総
会
開
催

ー

丹
羽
支
部
ー

大
相
撲
時
津
風
部
屋　

朝
稽
古
見
学
＆
ち
ゃ
ん
こ
鍋

索
の
会
特
別
企
画

役
員
会
開
催

ー
丸
山
成
田
山
講
支
部
ー

ー

犬
山
一
心
支
部
ー

だ
ん
わ
室
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川
上
貞
奴
女
史
の
ご
生
誕
日
に

あ
た
る
七
月
十
八
日
、
ご
生
誕
記

念
諸
芸
上
達
大
護
摩
供
が
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
年
で
一
五
二
回
目
の
ご
生
誕

日
と
な
る
こ
の
日
は
、
名
古
屋
市

内
を
拠
点
に
伝
統
芸
能
を
広
く
親

し
ま
れ
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
さ

れ
る
団
体
、
む
す
め
か
ぶ
き
か
ら

柴
川
菜
月
様
を
お
迎
え
し
て
歌
舞

伎
舞
踊
を
奉
納
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
﹁
七
福
神
﹂
の
舞
踊
に
加
え
、

歌
舞
伎
の
演
目
﹁
外
郎
売
﹂
の
早

台
詞
を
ご
披
露
い
た
だ
き
つ
つ
、

歌
舞
伎
や
伝
統
芸
能
の
魅
力
に
つ

い
て
の
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
参
拝
者
と
共
に﹁
外
郎
売
﹂

の
台
詞
を
皆
様
と
発
声
す
る
と
い

う
時
間
も
あ
っ
た
り
と
、
笑
顔
が

絶
え
な
い
法
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
各
務
原
市
の
中
野
隆

様
よ
り
参
拝
者
へ
お
菓
子
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

◆
灯
明
料

神
奈
川
県　

虫　

鹿　
　

恭　

正

岐
阜
市　
　

市　

川　
　

孝　

子

　
　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
プ
ル

　
　
　
　
　

ヌ
ス
・
ペ
ル
シ
カ

　
　
　
　
　

創
作
オ
ペ
ラ﹁
貞
奴
﹂

　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
の
ぼ
り

名
古
屋
市　

佐　

藤　
　

公　

彦

　
　
　
　
　

安　

田　
　

富
志
子

美
濃
加
茂
市　

吉　

田　
　

美
奈
子

岐
阜
市　
　

岡　

部　
　

息　

吹

名
古
屋
市　

文
化
の
み
ち
二
葉
館

各
務
原
市　

オ
ペ
ラ
貞
奴

　
　
　
　
　
　
　
　

金
光　

順
子

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

岐
阜
市　
　

井　

口　
　

敬　

介

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

絵
里
香

名
古
屋
市　

佐　

藤　
　

公　

彦
　
　
　
　
　

波
多
野　
　

あ　

ゆ

　
　
　
　
　

竹　

村　
　

和　

彦

◆
お
供

碧
南
市　
　

伊　

藤　
　

美
代
子

各
務
原
市　

貞
奴
フ
ォ
ー
ラ
ム

美
濃
加
茂
市　

吉　

田　
　

美
奈
子

岐
阜
市　
　

伊　

藤　
　

泰　

子

可
児
市　
　

中　

野　
　

功　

三

◆
銅
板

羽
島
市　
　

オ
ペ
ラ
貞
奴

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

敦
子

春
日
井
市　

稲　

垣　
　

典　

夫

貞
照
寺
だ
よ
り

盂
蘭
盆
会
法
要
営
む

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

５
月
1
日
～
７
月
31
日

供
養
塔
婆
︑
お
供
物
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時　

九
月
二
十
三
日

　
　
　
　

（
秋
分
の
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
よ
り

◆
場
所　

貞
照
寺
本
堂

秋
彼
岸
会
法
要

　
　

の
ご
案
内

諸
芸
上
達
大
護
摩
供

奉
納
歌
舞
伎
舞
踊

川
上
貞
奴
女
史
ご
生
誕
記
念

並
び
に

　

八
月
十
五
日
、
貞
照
寺
︵
住
職

＝
宮
本
主
監
︶
本
堂
に
お
い
て
、

宮
本
住
職
お
導
師
の
も
と
盂
蘭
盆

会
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
か
ら
の
法
要
に
は
、

檀
信
徒
を
は
じ
め
大
勢
の
ご
家

族
、
親
族
が
参
列
さ
れ
、
心
静
か

に
合
掌
焼
香
し
て
諸
精
霊
に
供
養

の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
堂
で
の
法
要
終
了
後
、
引
き

続
き
子
育
・
水
子
地
蔵
尊
宝
前
に

お
い
て
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

お
盆
期
間
中
、
貞
照
寺
霊
園
に

は
大
勢
の
檀
信
徒
が
訪
れ
、
各
家

の
墓
参
り
を
さ
れ
、
ご
先
祖
の
精

霊
を
弔
わ
れ
ま
し
た
。

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

◆創作料理＆雑貨　木曽川はなれ
　　サンドイッチ、パン、コーヒー
◆艸花庵養老軒　わらび餅、どら焼き
◆おおだいら養蜂　天然はちみつ
◆ sweet jam　季節のジャム
◆サンツクリ　焼き菓子
◆ウヌママ部　アクセサリー、布小物等
◆ピエサン
　　ホットサンド、フルーツソーダ
◆ cafe_iami
　　焼菓子、コーヒー、季節のドリンク
◆ calmo　革小物
◆ Ciclo（シクロ）　飾り結びアクセサリー
◆木香（キコ）　
　　木のカトラリー、アクセサリー
◆さっちゃんカレー　カレーライス

【当日開催イベント】
◆開創 90 周年記念大護摩供
　　10：30
◆奉納コンサート（本堂）
　　11：00、12：30
◆写経（庫裡）
　　9：30 ～ 15：00

　10 月 28 日 9 時半～ 15 時、
貞照寺境内において『貞奴マ
ルシェ』を開催いたします。
　当日は各種イベントも随時
開催します。大勢のご来山を
お待ち申し上げます。

10 月 28 日（土）
9：30 ～ 15：00

【マルシェ出店店舗】



令 和5年 8月 25日 発 行 名 古屋 成 田 山 （ 6 ）

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

習
志
野
市　

武　

藤　
　

梨　

沙

可
児
市　
　

鈴　

木　
　

泰　

子

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

茅
野
市　
　

エ
ス
―
ア
ク
ト
ア
ラ
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

昇
真

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

彦
根
市　
　

田　

村　
　

義　

明

　

〃　
　
　

田　

村　
　

秀　

佳

　

〃　
　
　

田　

村　
　

優　

佳

河
内
長
野
市　

丸
鷹
商
事
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

和
茂

名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

犬
山
市　
　

浦　

本　
　

直　

記

名
古
屋
市　

㈱
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朴　

功

　

〃　
　
　

吉
田
電
氣
工
事
㈱

加
茂
郡　
　

㈱
中
濃
互
助
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
市　

名
古
屋
鉄
道
㈱

　
　
　
　
　
　

安
全
衛
生
委
員
会

東
京
都　
　

時
津
風　
　

祐　

哉

　

〃　
　
　

時
津
風
部
屋
力
士
一
同

中
津
川
市　

恵
北
ビ
ル
管
理
㈱　

　
　
　
　
　
　
　
　

三
井　

正
已

丹
羽
郡　
　

前
田
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　

安
全
衛
生
協
力
会

名
古
屋
市　

㈲
大
矢
佛
檀
店

　
　
　
　
　
　
　
　

大
矢　

章
博

　

〃　
　
　

丸
太
運
輸
㈱

　

〃　
　
　

㈱
電
律

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
腰　

俊
宏

名
古
屋
市　

村
繁
造
園
土
木
㈱

　

〃　
　
　

吉
正
運
輸
倉
庫
㈱

多
治
見
市　

東
濃
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

小
沢　

由
幸

犬
山
市　
　

河　

田　
　

高　

利

名
古
屋
市　

南
陽
四
学
区

　
　
　
　
　
　
　

保
健
環
境
委
員

美
濃
加
茂
市　

㈲
大
英
通
商

郡
上
市　
　

丸
八
建
設
㈱

各
務
原
市　

奥
田
ス
チ
ー
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

貴
大

飯
田
市　
　

㈱
鮎
活

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

幸
一

　

〃　
　
　

板　

垣　
　

大　

輔

岡
崎
市　
　

足　

立　
　

和　

子

犬
山
市　
　

犬
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

名
古
屋
市　

住
友
電
設
㈱

　
　
　
　
　

通
信
シ
ス
テ
ム
事
業
部

　

〃　
　
　

徳
川
皮
フ
科
内
科
ク

　
　
　
　
　

リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

高
井　

美
津
子

鈴
鹿
市　
　

光
明
教
会

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　

当
山
元
法
教
部
課
長
西
舘
照
能

僧
正
が
八
月
五
日
、
遷
化
さ
れ
ま

し
た
。
告
別
式
は
八
月
八
日
、
可

児
市
橋
本
葬
祭
に
て
営
ま
れ
ま
し

た
。
喪
主
は
奥
村
幸
彦
氏
。

　

九
月
一
日
は
立
春
か
ら
数
え
て

二
百
十
日
。
台
風
が
相
次
い
で
襲

来
す
る
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
は
天
気
予
報
の
精
度
が
上

が
り
、
台
風
の
大
き
さ
や
進
路
は

数
日
前
か
ら
ほ
ぼ
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

気
象
情
報
に
十
分
に
注
意
し
、

台
風
等
の
災
害
へ
の
備
え
を
今
一

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

齋
藤
記

中
二
　
村
瀬
　
由
佳

中
二
　
山
本
　
菜
々
美

中
一
　
西
本
　
優
奈

【
評
】
い
つ
も
努
力
し
て
書
い
て

い
い
で
き
で
す
。

【
評
】
し
っ
か
り
書
け
て
す
ば
ら
し

い
で
す
。

【
評
】
行
書
ら
し
く
や
わ
ら
か
く
書

け
て
す
ば
ら
し
い
で
す
。

七
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

七
月
の
登
山
講
社

紙
上
書
道
展

◆
期
　
　
　
間
　
十
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日

◆
ご
祈
祷
時
間
　
午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

◆
と

こ

ろ
　
本
　
堂

◆
ご
祈
祷
料
　
五
千
円
以
上
（
御
札
、
お
守
り
、

　
　
　
　
　
　
　
千
歳
飴
、ジ
ュ
ー
ス
、日
本
モ
ン
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
パ
ー
ク
招
待
券
付
き
）

『
七
五
三
ま
い
り
』

お
く
や
み

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

七　

月

西
舘
照
能
僧
正

9 月の成田山行事
お不動さまの御縁日
　　毎月 1日、15日、28日

◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1 時　信徒会館 3 階
◆ほうろく灸　21 日　弘法堂
◆秋彼岸会中日法要　23 日
　　 　　午後 1 時半　弘法堂
◆写経会　28 日 信徒会館 3 階

行事は中止または内容が変更となる
場合がございます。最新情報はホー
ムページ、境内掲示、お電話にてご
確認お願い致します。

の
ご
案
内

編
集
室
よ
り


